
第74回 国立大学病院看護部長会議 
 

実践報告 
コロナ禍で人材派遣を受けた大学病院の取り組み 

東北大学病院 
看護部長 鈴木由美 





宮城県の新型コロナ感染者の推移 

2020年 2022年 2021年 

第4波 

第6波 

第5波 





18日（木） 19日（金） 

    陽性者 1名 
       ↓ 

   陽性者 1名 
    ↓ 

   濃厚接触者3名 
     （自宅待機） 
       ↓ 
    PCR検査 

   濃厚接触者 16名 
   （自宅待機） 
     ↓ 
  濃厚接触者スタッフ 4名！ 
  この日の準夜 新人1名 

3/19 21：00～
★緊急招集★ 
夜勤師長 1名 
B病棟準夜勤務 
（勤務交代）1名 
C病棟 1名 
D病棟 1名 
放射線部の夜勤1名 

 
• 職員の陽性者発生後、残ったスタッフ4名（31名中） 
 入院患者数39名病室 コホート隔離（3/19～4/2） 

A病棟の事例 



A病棟への応援体制 お願いします。 （ ）経験年数または副師長 
  3月20日（土） 3月21日（日） 3月22日（月） 

A病棟 A病棟－１ A病棟－２ A病棟－２ 
1 B病棟（副） I病棟（副） I病棟（副） 
2 G病棟（４） C病棟（副） C病棟（副） 
3 H病棟（３） J病棟（２） F病棟  
4 K病棟（２） G病棟（６） K病棟（１） 
5 L病棟（２） D病棟（２） J病棟（２） 
6 AMのみ  M病棟（２） H病棟（２） B病棟  
7 放射 （カテありで戻る） K病棟（３）   
8 Q病棟(L1）2名( (副）含） Q病棟      
9 N病棟（４）  放射線部  
10   O病棟（２） PMのみ  P病棟  
11     C病棟（15：45まで） 
夜勤 A病棟－３ A病棟－１ A病棟－４  

  E病棟  Q病棟  (副） 管理室   
  Q病棟    Q病棟    ※放射線部 1名 
  Q病棟   Q病棟  1名 コロナ病棟へ（21：00～）   
  Q病棟 1名 コロナ病棟へ（21：00～） ※放射線部 1名   
  ※放射線部 １名     

コール対応 A 副師長  B 副師長 C 副師長 
夜間も可       

※放射線部は緊急カテの場合には戻る 



東日本大震災の経験 
• 建物の損傷は軽微 
• 入院患者、職員が無事だった 

 
• 通常診療は全てストップ 
• 被災地からの患者診療に専念 
• 被災地からの患者は無条件で受け入れ 

 
看護師派遣の打診を受けたが沿岸部はもっと大変ではと 
思いお断りした 
 



職名： 氏名：

1～7の
優先順位

1 一般病棟 数日間

日勤 2 人 8:00 ～ 16:45 R3.2.1 ～ R3.3.31 １週間

準夜勤 人 ～ ～ 2週間

夜勤 人 ～ ～ 1か月

2 一般外来 数日間

人 ～ ～ １週間

～ 2週間

～ 1か月

3 来院者トリアージ 数日間

人 ～ ～ １週間

～ 2週間

～ 1か月

4 ドライブスルー検査 数日間

人 ～ ～ １週間

2週間

1か月

5 発熱外来 数日間

人 ～ ～ １週間

2週間

1か月

6 コロナ対応病棟 数日間

日勤 人 ～ ～ １週間

準夜勤 人 ～ ～ 2週間

夜勤 人 ～ ～ 1か月

7 その他 人 数日間

～ ～ １週間

2週間

1か月

同一看護師の
希望継続期間

COVID-19重症ベッドを更に1床準備することとなり、院内の調整では看護師を配置できなくなったためお
願いしたい。

※診療科名

Ⅱ 準備物（派遣先病院で対応できないものについて御記入ください）

Ⅲ その他（自由記載）

Ⅳ 派遣調整担当者

配置部署 派遣希望人数 勤務時間 派遣希望期間

新型コロナウイルス感染症対応看護職員派遣希望確認票

記載日 令和3年1月20日

医療機関名 東北大学病院

回答者 看護部長 鈴木由美

Ⅰ 派遣看護師が担当する業務，期間等



看護師派遣調整  県から送られてきた名簿 

NO 所属 氏名 生年月日 夜勤可 出発地 備考 4/1 4/2 4/3 4/4 4/5 

1 仙台 A × 仙台市 移動 

2 ジャパン
ハート B ◯ 福島県 消化器外科 移動 稼働 

3 ジャパン
ハート C ◯ 神奈川県 ICU5年 移動 稼働 

4 ジャパン
ハート D ◯ 東京都 循環器HCU 移動 稼働 

5 北海道 I × 

6 北海道 J × 

7 青森 K ◯ コロナ未経験 

8 秋田 L ◯ 秋田県 移動 稼働 

9 秋田 M ◯ 秋田県 



当院のコロナ診療体制 
• 一般病棟をコロナ病棟へ 
• 看護師長・副看護師長含め21名の看護師を配置 
• コロナ患者の重症度と患者数で夜勤の勤務人数を決める 
 ２名～ 
• 第４波では22床から38床へ段階的に増床 
• A病棟を縮小、派遣看護師を含め最大で５名の夜勤体制へ 

 
 
 

 



派遣看護師の受入れにあたって 
• 勤務初日・・・土・日以外 
• 配置部署・・・コロナ病棟または個人のスキルに応じて 
• ユニホーム・・・洗濯のこともあり当院のものを使用 
         （ユニホームはサイズ管理） 
        
• 業務・記録 
• 勤務最終日のPCR検査 

 
 
 

 



まとめ 
• どのような業務を依頼するか考えておくこと 
• 役割を明確にし、誰に何をしてもらうのか具体的に     
依頼すること 

• 看護師として基本的な業務は、少し説明を加えることで依頼し
やすい。例えばおむつ交換や体位変換等 

• 最悪を考え派遣を依頼する 
 （夜勤可能な看護師とか） 
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